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(1)第２次秋田市総合交通戦略策定の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
第２次秋田市公共交通政策ビジョン 

平成 20 年度策定(計画期間：平成 21 年度～平成 27 年度) 

社会情勢、交通環境の変化把握 

平成 27 年度策定 

(計画期間：平成 28 年度～平成 32 年度) 

地域公共交通活性化 

再生法の改正 

交通政策基本法の基本理念に

則り、 

①地方公共団体が中心となり、 

②まちづくりと連携し、 

③面的な公共交通ネット 

ワークを再構築 

秋
田
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
検
討
・
策
定 

上位計画等の整理 

・秋田市総合計画 

・秋田市総合都市計画 等 

秋 田 市 総 合 交 通 戦 略  

 地域公共交通網形成計画

として、総合交通戦略のうち

公共交通に関する部分を対

象として計画を策定 

 
コンパクトシティ化など 

都市機能の増進に必要な施設

の立地の適正化に関する施策

との連携その他の持続可能な

地域公共交通網の形成に際し

配慮 

秋田市公共交通政策ビジョン 

第 1 次戦略の進捗状況、目標達成状況の評価 

 まちづくりの方向性に合わせ

て歩行者・自転車交通、公共交

通、自動車交通等の交通体系全

体をパッケージとして計画を策

定 

第 2 次秋田市総合交通戦略 

１ 第２次秋田市総合交通戦略の目的等 

本市では、自動車交通への依存度が高く道路整備を始めとした社会基盤の確保が

不可欠である一方、超高齢社会において誰もが移動手段を確保できる公共交通のあ

り方が問われている。さらに、持続可能な多核集約型都市の形成において、まちづ

くりと連携した都市交通の再構築が必要である。 

そこで関係機関が連携を密にしながら、都市交通に関する施策を効果的に組み合

わせ総合的に展開していくために、本市の都市交通のあり方や必要な施策・事業を

整理するとともに、目標指標を定めてハード・ソフトの両面からなる「第２次秋田

市総合交通戦略」（以下｢第２次戦略｣という。）を策定するものである。 

・平成 21 年３月策定の秋田市総合交通戦略（以下「第 1 次戦略」という。）が 

平成 27 年度末に計画期間終了を迎えるにあたり「第２次秋田市総合交通戦略」

を策定する。 

・第２次戦略は、秋田市の地域公共交通網形成計画である「第２次秋田市公共交通

政策ビジョン」と一体的に秋田市地域公共交通協議会で検討し、策定する。 

 第２次秋田市総合交通戦略 
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(1)第 1 次戦略の目標達成度 

 

 

 

▼成果目標の達成度 

 成果目標 指標 達成状況 

目標Ⅰ 

歩行者、自転車が

安全・安心かつ快

適に利用できる

環境の実現 

(1)都心部の歩行者・自転車分担率
の向上 

・歩行者自転車分担率 中間評価※ 
○(概ね達成) 

(2)市内の年間歩行者・自転車交通
事故死傷者数の削減 

・秋田市内交通事故死傷者数(車両対歩行者) ○(概ね達成) 

・秋田市内交通事故死傷者数(車両対自転車) ◎(達成) 

(3)中心市街地における歩行者・ 
自転車通行量の増加 

・中心市街地 11地点の歩行者・自転車通行量 
◎(達成) 

目標Ⅲ 

誰もが複数の移

動手段を選択で

きる交通体系を

支援する道路網

の実現 

(1)都心部の歩行者・自転車分担率
の向上(再掲) 

・歩行者自転車分担率 中間評価※ 
○(概ね達成) 

(2)幹線バスの遅延時間の短縮 ・幹線バスの遅延時間(夕ピーク) ◎(達成) 

(3)市内の年間自動車交通事故 
死傷者数の削減 

・市内の年間自動車交通事故死傷者数 
◎(達成) 

(4)年間ピーク時渋滞損失時間の 
削減 

・市内の県道以上の一般道における年間 
ピーク時（1 時間）渋滞損失時間 

中間評価※ 
○(概ね達成) 

※指標値の算出に用いる「道路交通センサス」の平成 27 年度調査結果が未公表のため、中間評価値に

より評価している。 

▼公共交通サービス水準の達成度 

 

 

 

 

 

 

(2)第 1 次戦略からの見直しの視点 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

２ 第１次戦略の目標達成度と第１次戦略からの見直しの視点 

・第１次戦略では、戦略実施期間中に達成すべき数値目標を設定している。 

・第 1 次戦略で設定された成果目標に対し、現時点で平成 27 年 12 月時点におい

て評価可能な項目は全て「達成」または「概ね達成」である。 

 

【基本的な方針】 

過度なマイカー依存から脱し、誰もが複数の移動手段を選択できる交通体系の実現 

目標Ⅰ 

歩行者、自転車が安
全・安心かつ快適に利用
できる交通環境の実現 

目標Ⅱ 

関係者の連携により、
将来にわたり持続可能な
公共交通の実現 

目標Ⅲ 

誰もが複数の移動手段
を選択できる交通体系を
支援する道路網の整備 

現 

第
１
次
戦
略 

・全般の方針に変更なし。 
・多核集約型都市の形成 
に向け、中心部のにぎわ
いへの寄与を目標とす
る。 

・現計画の「拠点」を踏襲。 
・少系統多頻度運行を継続。 
・まちづくりの視点として、 
多核集約型都市、にぎわい 
の創出を追加。 

・バス路線運営適正化に向け
利用者拡大を目指すととも
に路線の再編を検討する。 

・全般の方針に変更なし。 
・現計画の「拠点」を 
多核集約型都市の「核」
とする。 

 

見
直
し
の
視
点 

・第 2 次戦略は、第 1 次戦略の施策体系を踏襲しつつ、多核集約型のまちづくりの

考え方等を反映する。 

 概要版 

目標Ⅱ 

関係者の連携に

より、将来にわ

たり持続可能な

公共交通の実現 

公共交通サービス水準(平日) 達成状況 

中心部幹線バス 
系統を集約し、朝・夕のピーク時には 1 路線当たり 15 分に 1 本
以上の運行本数を確保する。 

○ 
(概ね達成) 

中心部支線バス 
支線全体として現状と同等の 1 系統あたり往路 4 便、復路 4 便
以上の運行本数を確保する。 

○ 
(概ね達成) 

郊   外   部 
現在バスが運行している路線について、路線廃止後も代替交
通を導入して移動手段を確保する。 

○ 
(概ね達成) 
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(1)基本的な方針と計画の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)計画の区域と計画期間 

 

 

 

 

  

３ 第２次秋田市総合交通戦略 

 第２次秋田市総合交通戦略 

・第２次戦略の基本的な方針と計画の目標を以下のように設定する。 

【基本的な方針】 

 多核集約型の都市構造を形成し、誰もが複数の移動手段を選択できる 

交通体系の実現 

目標Ⅰ 歩行者、自転車が安全・安心かつ快適に利用でき、 
にぎわいに寄与する交通環境の実現 

【取組みの視点】 
 歩行者・自転車が多い都心や地域中心において安全で快適な空間を
整備するとともに、高齢者等に対応したバリアフリー化や自転車利用
促進施策を実施し、にぎわいのあるまちづくりを目指す。 

目標Ⅱ まちづくりと一体となった、将来にわたり持続可能な 
公共交通網の実現 

【取組みの視点】 
 多核集約型の都市構造を形成する公共交通網を整備し、少系統多頻
度運行による幹線軸の利便性向上を図るとともに、全ての地域住民の
移動手段となるマイタウン・バスを含む支線軸の確保、にぎわいの創
出等に資する域内交通の充実、交通結節点における鉄道とバスの連携
強化を図る。 
 また利便性向施策とあわせてバス路線運営適正化に向けた取組み
を進めるとともに、行政、交通事業者、地域住民が一体となり持続可
能な公共交通の確保に向けた仕組みづくりに取り組む。 

目標Ⅲ 拠点間ネットワークを形成する道路網の実現 

【取組みの視点】 
 多核集約型の都市構造を形成する「骨格道路網（環状＋放射道路）」
を整備し都心部と地域中心間を結ぶことで、自動車交通の利便性が向
上するとともに、市街地の通過交通排除による混雑緩和を図る。また
安全な道路環境の確保やバスの走行性を高める道路整備を進める。 

・計画の区域は、秋田市全域とする。 

・計画期間は、第 13 次秋田市総合計画と整合を図るため、平成 28 年度から平成

32 年度までの 5 年間とする。 
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(3)現状の課題と第２次戦略の目標との関連整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■第 13 次秋田市総合計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第６次秋田市総合都市計画 

 

 

 

 

上位計画における交通に関する方針 

 

社会情勢・交通環境の変化からみた課題 

集約型の都市構造の形成を促進する 
交通環境の整備 

中心市街地ににぎわいを取り戻すための 
交通環境の整備 

マイカーから公共交通利用への転換の 
促進による交通渋滞の緩和 

高齢者が利用しやすい道路空間の 
整備や安全な移動手段の確保 

歩行者・自転車が共に安全で快適に 
利用できる通行環境の創出 

利用者拡大に向けた取組み推進および 
効率的な運行による赤字の縮小 

マイカーから公共交通への転換等による 
二酸化炭素排出量の削減 

地区の実情や利用者属性を考慮した 
適切な交通施策の検討 

市民生活と社会経済活動を支える骨格道

路のネットワークの整備 

道路ストックの予防保全的な計画的維持

管理による安全・安心な道路づくり 

地域のニーズや特性に配慮し、市民の利

便性の確保と効率性を両立した公共 

交通ネットワークの構築 

拠点間をつなぐ効率的・効果的な道路網

の整備 

高速交通ネットワークの充実 

低炭素社会の実現に向けた 

交通環境の整備 

 
 

【基本的な方針】 

多核集約型の都市構造を

形成し、誰もが複数の移動

手段を選択できる交通体系

の実現 

■第２次戦略の基本的な方針・目標 

【目標】 

目標Ⅰ 

歩行者、自転車が安全・

安心かつ快適に利用でき、

にぎわいに寄与する交通

環境の実現 

目標Ⅱ 

まちづくりと一体とな

った、将来にわたり持続可

能な公共交通網の実現 

目標Ⅲ 

拠点間ネットワークを

形成する道路網の実現 

冬期でも安全に利用できる道路環境の 
整備 

・「社会情勢・交通環境の変化からみた課題」および「上位計画における交通に関

する方針」のとりまとめと、第 2 次戦略の基本的な方針・目標との関連性は以下

の通りである。 

 概要版 
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(4)秋田市の目指すべき将来都市像 

 

 

 

 

(5)秋田市の目指すべき将来交通体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市街地の外延的拡大は基本的に行わないこととし、既存市街地への都市機能の適切

な誘導や、都心部、地域中心および公共交通軸沿線への施設や人口の集約、歩行者・

自転車が安全・安心かつ快適に利用できる交通環境の構築などにより、コンパクトで

成熟した市街地の形成を図る。 

コンパクトで成熟した市街地形成を支援し、市民のマイカーへの過度な依存を見直

し、マイカー以外の交通手段の選択を可能にするため、都心と地域中心等を結ぶ公共

交通軸および骨格道路網の形成を促進し、地域特性に応じた交通手段が確保された交

通体系を目指す。 

 環状方向の交通(郊外部) 

 
「道路による広域ネットワーク強化」 
連続性のある広域幹線道路の形成により、広域

ネットワークの強化および市域からの通過交通
の排除による混雑緩和を図る。 

鉄道 

 
「交通結節点の機能強化と利用状況に応

じた運行本数の確保」 
駅の交通結節点機能強化と、利用状況に
応じた運行本数を確保し、定時性の高い

移動手段としての役割を担う。 

放射方向の交通（都心部⇔地域中心） 
 

「公共交通と自動車との組み合わせによる都心
アクセス軸の形成」 
幹線道路の機能強化および既存公共交通網の

利便性向上により、公共交通と自動車との組み
合わせによる都心アクセス軸の形成を目指し、
地域中心と都心の連携強化を図る。 

郊外部の交通 

 
「公共交通と自動車との組み合わせによる地域
住民の移動手段の確保」 

地域の生活道路の整備と、市民・地元関係者に
よる廃止バス路線の代替交通の導入および運営
を市が支援し、地域住民の移動手段の確保を図

る。 

放射方向の交通（地域中心（中心部）⇔地域中心（郊外部）） 
 

「公共交通と自動車との組み合わせによりアクセス強化を図る」 
連続性のある幹線道路の形成および廃止バス路線の代替交通の

導入により、地域中心間の連携強化を図る。 

環状方向の交通(中心部) 
 

「道路によるネットワーク強化」 
連続性のある市街地幹線道路の形成により、中

心部の通過交通の排除による混雑緩和を図る。 

中心部の交通  

 
「歩行者や自転車、公共交通を中心とした交通環境の形成」 
高齢者等の交通弱者など誰もが安全で、安心かつ快適に、そし

て過度に自動車に依存しなくても移動しやすい交通環境を整え
る。 

放射方向の交通 

 「道路によるネットワークの強化」 
連続性のある幹線道路の形成により、市外およ

び郊外部から都心への流出入交通のアクセス強
化を図る。 

 

中心部 

郊外部 

凡 例 

 第２次秋田市総合交通戦略 

▲秋田市の目指すべき将来交通体系 
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(6)施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本的な方針】多核集約型の都市構造を形成し、 

誰もが複数の移動手段を選択できる交通体系の実現 

 

目標Ⅲ 

拠点間ネット

ワークを形成

する道路網の

実現 

目標Ⅰ 

歩行者、自転車

が安全・安心か

つ快適に利用

でき、にぎわい

に寄与する交

通環境の実現 

目標Ⅱ 

まちづくりと 

一体となった、

将来にわたり 

持続可能な公共

交通網の実現 

※１ 

施策 

パッケージ 
施策 

１歩行者、自転車が安全・ 

安心かつ快適に通行 

できる空間の整備 

(1)安全で快適な歩行環境の確保 

(2)無電柱化による歩行者空間の確保 

(3)歩道の消融雪設備整備 

(4)歩道のバリアフリー化 

(5)自転車利用環境の整備 

(6)自転車利用に関する啓発活動 

２にぎわいに寄与する 

交通環境の実現 

(1)中心市街地循環バスの運行および利用環境向上 

(2)コミュニティサイクルの導入検討 

 

施策 
パッケージ※2 

施策 

Ⅰ多核集約型の都市構造を 

形成する公共交通網の 

整備 

バス路線再編 

鉄道の利便性向上 

乗継拠点の整備 

Ⅱ利便性向上、バス路線 

運営適正化に向けた 

取組みの推進 

バス走行環境の向上 

バス運行情報提供の充実 

バス利用環境の改善 

利用しやすいバス運賃の検討 

公共交通利用の促進 

Ⅲ持続可能な公共交通の 

確保に向けた仕組み 

づくりの推進 

マイタウン・バスの持続的な運営 

必要に応じた代替交通（マイタウン・バス）の導入 

新たな代替交通の検討 

※1 第 2 次秋田市公共交通政策ビジョンでは「基本的な方針」にあたる項目 
※2 第 2 次秋田市公共交通政策ビジョンでは「目標」にあたる項目 

 

施策 

パッケージ 
施策 

１多核集約型都市の骨格 
となる道路網の整備 

(1)環状道路の整備 

(2)放射道路・分散導入路の整備 

２拠点間ネットワークを 
強化し走行性を高める 
道路整備 

(1)幹線バス路線における道路整備 

(2)渋滞を緩和する道路整備 

(3)市内外の連携を強化する道路整備 

３安全で円滑な交通の実現
に向けた取組 

(1)交通事故対策 

(2)TDM（交通需要マネジメント）による渋滞緩和施策 

 

・施策パッケージごとに目標年次までの期間中における各施策・事業の展開について、

各実施主体との調整を踏まえ実施内容等を明確化する。 

・具体的には、施策・事業の実施時期、実施主体について示したものである。 

 概要版 
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(7)施策の内容（主な施策の紹介） 

 

 

 

 

 

 

◆安全で快適な歩行環境の確保 

◆無電柱化による歩行者空間の確保 

◆歩道の消融雪設備整備 

◆歩道のバリアフリー化 

 

 

◆中心市街地循環バスの運行および利用環境向上 

 

 

 

 

   中心市街地循環バスの運行とあわせて、来街者

への周知や乗場への案内を目的として、増加する

外国人観光客への対応を考慮しつつ、秋田駅にお

ける案内看板の設置を行う。 

 

◆コミュニティサイクルの導入検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策パッケージ１ 

歩行者、自転車が安全・ 

安心かつ快適に通行できる 

空間の整備 

施策パッケージ２  にぎわいに寄与する交通環境の実現 

中心市街地循環バスの運行を継続すると

ともに、利便性を高めるために、施設整備

を行う。 

＜秋田駅西口バス案内所向かい＞ 

レンタサイクルについては、自転車の増車や更新等により充実を図る。コミュニ 

ティサイクルについては、市民意向等をふまえながら導入について検討する。 

コミュニティサイクルの導入

サイクルポート：秋田駅、県庁、市役所、エリアなかいちをはじめとした交通結節点や

観光施設、宿泊施設等

コミュニティサイクル事業で目指す効果

市街地のにぎわい創出を目的として

主に中心市街地において

★自転車利用の契機,促進

★生活利便性の向上

★行動圏域の拡大 を図る。

観光振興施策との連携により

★市の新たな魅力の創出

★来街者との交流の拡大 の一助とする。

想定される利用形態

①通勤,通学,買物等日常的な

用事に利用

②観光周遊の足としての利用

主なターゲット

①市民、業務・買物等での来訪者

②市外からの観光客

 第２次秋田市総合交通戦略 

目標Ⅰ 歩行者、自転車が安全・安心かつ快適に利用でき、 
にぎわいに寄与する交通環境の実現 

▲個別施策位置図 

▲中心市街地循環バスの案内版設置 

イメージ図 

■中心市街地循環バスの案内看板の設置 
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◆乗継拠点を軸としたバス路線全体の見直し    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ICT を活用した運行状況等の提供 

 

 

◆鉄道およびバスで利用可能なＩＣカードの導入検討 

 

  

 

中心部   

  

都心部 

乗継拠点の整備による見直し 

乗
継
拠
点 

地域

中心   
  
        

    

                            

施策 バス路線再編 

幹線バス路線と支線バス路線を乗り継ぎにより接続させ、バス路線全体の見直しを図る。 

■乗継拠点を軸としたバス路線全体の見直しのイメージ 

施策 ・バス運行情報提供の充実 ・バス利用環境の改善 

スマホ利用者向けのアプリの作成やバスロケーションシステムの導入等、ICT を 

活用した運行状況の提供について検討する。 

鉄道およびバスで利用可能な共通 IC カードの導入に向けた検討を行う。 

 

中心部   

  

都心部 

中心部における錯綜 

 
 
          

 
 
          

 
 
          

■現在の交通結節点を基本とした秋田市

の目指すべき将来都市像 

 概要版 

目標Ⅱ まちづくりと一体となった、将来にわたり持続可能な公共交通網の実現 

地域中心における鉄道とバス、バス相

互の乗継拠点について、集約を含めた乗

継の利便性向上について検討する。 

待合施設について、乗継による負担を

減らすための施設整備を行う。 

幹線バス路線と支線バス路線、および

バスと鉄道の円滑な乗継と負担軽減のた

めに、事業者間でダイヤを調整する。 

施策 乗継拠点の整備 

◆乗継拠点施設の機能の充実 

◆乗継場所の集約等によるバス乗継拠点の
整備 

◆円滑な乗り継ぎの確保 
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◆環状道路の整備 

 

 

 

 

 

◆放射道路・分散導入路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆TDM(交通需要マネジメント)による渋滞緩和施策 

 

 

秋田市では、渋滞緩和や温室効果ガス削減

といった都市環境を改善する一歩として、日

ごろマイカー通勤されている方を対象に、公

共交通や徒歩、自転車など環境にやさしい通

勤手段へ転換するきっかけづくりとなるよう、

毎月第４金曜日のノーマイカーデーを実施し

ている。 

  
資料：秋田市交通政策課 

施策パッケージ１  多核集約型都市の骨格となる道路網の整備 

市内の交通の円滑化と、市街地

への通過交通を排除する道路網

（外周部環状道路、市街地環状道

路、都心環状道路）を整備し、混

雑緩和を図る。 

環状道路網へ接続する道路を整

備し、都心・中心市街地と郊外部

の流出入交通のアクセス強化を図

る。 

施策パッケージ３  安全で円滑な交通の実現に向けた取組 

時差出勤の継続や、協議会等によるその他 TDM 施策展開方針の検討を進める。 

 第２次秋田市総合交通戦略 

目標Ⅲ 拠点間ネットワークを形成する道路網の実現 

▲個別施策位置図 

▲秋田市ノーマイカーデー10 月重点実施月
における実績 

施策パッケージ２ 

拠点間ネットワークを強化し

走行性を高める道路整備 

◆幹線バス路線における道路整備 

バス路線となっている道路の拡幅、またはバス路線への交通量の集中を緩和する道

路を整備し、バスの走行環境の改善を図る。 

◆渋滞を緩和する道路整備 

渋滞緩和のための道路整備を推進する。 

◆市内外の連携を強化する道路整備 

市内外の連携を強化し、市内外の交流を促進する道路整備を推進する。 

H22 H23 H24 H25 H26 H27

早起き時差通勤

参加人数
528 301 315 436 444 356

ノーマイカー通勤

参加人数
628 298 104 266 310 494

0

200
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600

800

1000

1200

早起き時差通勤参加人数（人）

ノーマイカー通勤参加人数（人）
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・年次報告によって計画全体の進捗状

況を確認して目標達成度や妥当性

の検証を行い、次年度以降の取り組

みに反映 

・必要に応じて、戦略等を見直し 

●事業計画改善の検討 

●新計画の策定作業 

 

 

 

・関係者が連携しながら本戦略等に基

づく施策、事業を実施 

・あわせて、市は市民・事業者に対し、

取り組みの支援・推進を実施 

 

●事業の実施 

●事業の進行管理 

 

 

 

・秋田市地域公共交通協議会にて、当

該年度に実施する取り組みや目標

を設定 

・成果目標指標管理表を作成し、取り

組みの進捗状況を検証 

●第 2 次戦略・第 2 次ビジョン

の策定 

Action 

Do 

 

 

 

・施策実施状況の点検を毎年実施 

・成果目標指標により施策の達成度を

毎年評価 

 

 

第２次秋田市総合交通戦略 

第 2次秋田市公共交通政策ビジョン 

Plan 

●事業の進捗状況の把握 

●施策の達成度の評価 

Check 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 進行体制と進行管理 

■PDCA サイクルの内容 

■進行管理のスケジュール 

 概要版 

・第 2 次戦略および第 2 次ビジョン(Plan)を策定後、施策の実施・管理(Do)、評

価(Check)、計画の改善(Action)の管理・運営の仕組みとそれを実施する体制を

確立する。 

・各施策・事業については毎年進捗状況および成果目標指標の達成度を確認し、そ

の結果にもとづき必要に応じて改善を行う。 


